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上記の主査l名，日リ査2名が個別に審査を行った．
｛目的］近年，白くて美しい歯は人々のQOLの向上には欠かせない要因となり，審美歯科に対す
る関心の高まりとともにホワイトニングを希望する患者も増加してきている ホワイトニング
剤の歯質に対する影響はいまだ不明な点が多く，ホワイトニング剤によりエナメル質を保護す
るペリクルは除去され，エナメル質表面になんらかの影響を及ぼしていると考えられている．
そこで，本研究では，オフィスホワイトエング処置前後の歯質の変化を経時的に観察し，ホワ
イトニング後の評価項目として測色だけでなく、非侵襲性の光干渉断層装置（Swept-Source
Optical Coherence Tomography ；以下SS-OCT）を用い，新たな評価法の検討を目的とした．
【方法】試料はヒト抜去歯を合計14本用いた．歯冠部歯質を近遠心中央部で二等分し近心側を
Treatment1J¥a，遠心側をControl倶aとした．なお，本研究で使用した抜去歯は本学歯学部医の倫
理委員会の承認を得たものである（承認番号2011-035号）．歯面清掃後ShadeEyeNCC（松風）に
て測色し，吉田製作所製試作SS-OCTを用いてホワイトニング処置前の試験面を唇側から撮影じ
た．オフィスホワイトニング剤には35%過酸化水素を主成分とするShofuHi -lite （松風）を使
用し，使用説明書の術式に準じTreatment側のホワイトニンク号操作を行った.Control倶aは試験期
間中37℃の水中に保管した．ホワイトニング処置後， ShadeEyeNCCにて試料の測色とSSOCTを用
いてホワイトニング処置前と同部位の試料撮影を行った．またSEM(s-4700, Hitachi, Japan）に
よる観察を行なった．
［結呆】 SSOCTを用いたホワイトニング処置前後のエナメル質の観察において，ホワイトニング
処置後の光反射強度はエナメル質表層で強くなる傾向を示し，エナメル質内部では光透過性が充
進する傾向が得られた．ホワイトニング前後の ShadeEyeNCCを使用して得られた L*a* b＊から4
E*abを算出し，ホワイトニング前後で有意差が認められた（pく0.05）.また SEM像ではホワイトニ
ング前後で変化が認められなかった．
［結論】ホワイトニンクー前後の光反射強度に変化がみられたことから，ホワイトニング後の評価
法として測色に加え SS-OCTにより，歯質表層ならびに内部の構造等多くの情報が得られる可能性
が示唆された．
本論文の審査にあたり百lj査から多くの質問があり，その一部と回答を以下に示す．
宮崎委員の質問とそれに対する回答：
1. OCTで何がわかるか．
(SS-OCTは非侵襲的に組織の精密断層像をえることが可能な医療撮影技術である．ホワイト
ニング前後のSS-OCT画像を比較することで，ホワイトニングにより変化した歯質表層と
内部の構造の変化が観察できる．）
2. SEMはどうして変化を検出できないのか．
（本研究の結果から， SEM像でホワイトニング後のエナメル質表層に若干の粗造感はみられた
が、明らかな変化は確認することができなかった．このことから，エナメル質表層はホワ
イトニングによって明らかな変化をおこさないのではないかと考えられた．）
3.オフィスプリーチングで歯質表層と内部にどのような構造変化が生じているのか．
(SS-OCTで得られる画像から，歯質表層は若干粗造となるために光反射強度の強い像が観察
され，歯質内部は有機着色物質の分解により光反射強度の低い像が観察されるようになる
と考えられた．）
井上委員の質問とそれに対する回答：
1.評価法として今後どのような臨床的応用が考えられるか．
（ホワイトニング前後の歯質をSS-OCTを用いて撮影することで，ホワイトニング効果を画像
的に評価する臨床応用が期待される．またホワイトニングタッチアップの時期を決める
ツールや，ホワイトニング後の問題となっている知覚過敏の予防に応用できるのではな
いかと考えられる．）
2.ホワイトニング剤の違いによってどのような結果がみられるのか．
（本研究は松風ノ、イライト 1種類の使用のため，ホワイトニング剤の違いによる変化は今後
の研究課題と考えている．しかし，どのホワイトニング剤を使用しでもホワイトニング効
果が得られた場合，本研究と同様の結果が得られるのではないかと考えている．）
3.今後，唾液やフッ化物を応用した場合の予後はどのように予測されるか．
（ホワイトニング後にはフッ化物の応用が奨められている．唾液やフッ化物を応用した場
合，ホワイトニング後にみられる若干の粗造感が少なくなり， SS-OCTの画像で歯質表層の
光反射強度は本研究よりも弱くなるのではないかと考える．）
両委員共通の質問とそれに対する回答：
1. SS-OCT画像の読み方
（カラ｝表示した場合，光反射強度が強い部分は赤く，弱い部分は青く表示される．）
2.測色結果とOCTの所見にはどのような関連があるか
（本研究の結果から，ホワイトニング前後で測色に有意差が認められ，また，SS-OCT像におい
ても変化が観察されたことから，ホワイトニングにより色が変化することにより， SS-OCT
で得られる像も変化するのではないかと示唆された．）
これらの試聞に対する回答は，適切かっ明解であった．また，佐野委員は主査の立場から，
両面リ査の質問に対する回答の妥当性を確認した
以上の審査結果から，本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判定した．
